
 
2017 年 1 月 19 日 

 合計：２枚  

 

 ニュースリリース  

報道関係者各位 

 

（2017年 1 月 18 日, スペイン, レウス） 

 

国際ナッツ・ドライフルーツ評議会(INC)がプルーンの骨量減少防止効果について発表 

 

 
近年骨への健康効果が確認されているプルーン 

 
ナッツとドライフルーツの健康効果、栄養、統計、食の安全、国際的な基準および規制に関する代表的な

国際機関国際ナッツ・ドライフルーツ評議会（INC: International Nut & Dried Fruit Council）は、

この程プルーンが骨量の減少防止に役立つ可能性について以下の発表を行いました。 

 

高齢人口の増加が継続的に進むにつれ、骨粗しょう症と診断される男女が増加し、非薬物的な代替療法

の可能性が注目されることが予想されます。既存の薬物療法に加えて、特定の生活習慣や栄養因子が骨

粗しょう症のリスクを軽減することがわかっています i。 

 

プルーンの摂取が骨粗しょう症と全身の骨密度（BMD）低下の防止に効果的であることは、動物実験と臨

床試験からなる科学的研究によって確実に証明されています。 

 

プルーンにはビタミン Kをはじめ、食物繊維や銅などが多く含まれます。さらに、プルーンは、独特の組

み合わせのポリフェノール類を含有し、その量が豊富なことも特筆されます ii。 

 

プルーンの研究については、骨粗しょう症の動物モデルを用いて、骨密度の維持と骨量減少の防止の可

能性について実験することに始まり、多くの研究が進められてきました 3,4。抗酸化物質を豊富に含んだ

フルーツを摂取すると、概して骨の健康に多大な効果があることが、動物実験から大いに示唆されてい



ます。すなわち、実験結果によれば、骨質量および骨梁（海綿骨）の量、数及び厚みが増加し、骨形成の

促進により骨梁間隔が狭まり（骨梁間隔の増大は骨粗しょう症のリスクにつながる）、骨再吸収が抑制さ

れ、骨強度の増加がみられます。骨を守る効果は、抗酸化経路もしくは抗炎症経路、およびその下流シグ

ナル伝達メカニズムを介して発揮され、骨芽細胞の石灰化と破骨細胞の不活性化につながると考えられ

ています iii。 

 

昨年公表されたランダム化比較試験によれば、プルーン（乾燥プラム）の摂取が、骨量が減少した閉経後

の高齢女性の全身の骨密度（BMD）の減少を抑える可能性があります。骨量が減少した 65～79 歳の女性

（通常より骨密度が低いが、骨粗しょう症には分類されるほどではない）48名を 3つの実験グループ（プ

ルーン 50グラムを摂取するグループ、プルーン 100 グラムを摂取するグループ、対照群）に無作為に割

り当て、6か月間の実験を行いました。そこでは骨密度測定（DEXA）法によって、スタート時と 6か月後

における、全身、大腿骨近位部、腰椎の骨密度が測定されました。加えて、実験中に、いくつかの骨代謝

マーカーも判定されました。 プルーンを摂取したいずれのグループの女性も、対照群の女性と比較して、

全身の骨密度の減少が抑制されたことが、研究データによって明らかになりました iv。 この効果は、部

分的にはプルーンに骨再吸収を抑制する力があるためだと説明されています。この研究結果は、プルー

ンが特に閉経後の高齢女性の骨量減少を防ぐ役割を果たす可能性を示す、従来のデータを裏付けていま

す v,vi 。 

 

国際ナッツ・ドライフルーツ評議会について 

 

国際ナッツ・ドライフルーツ評議会（INC: International Nut & Dried Fruit Council）のメンバーは、

世界 70 か国を超える国々のナッツとドライフルーツの関連企業 700 社以上にのぼります。INC は、ナッ

ツとドライフルーツの健康効果、栄養、統計、食の安全、国際的な基準および規制に関する代表的な国際

機関です。http://www.nutfruit.org/ 

 
 

プルーンに関する情報（日本語）はカリフォルニア プルーン協会*www.prune.jpまで。 

＊カリフォルニア プルーン協会とは 

1952年に設立、カリフォルニア産プルーンの 900の生産者及び 26の加工業者を代表する機関で、 

カリフォルニア州農務省の管轄のもとに活動を行っています。現在カリフォルニア州は全米の約 99%、 

世界全体の約 40%のプルーンを生産。協会は 22名の理事で構成されています。 

対日活動は 1987年に始まり、その活動内容は、プルーンに関する各種研究調査のほか、カリフォルニア産

プルーン全般の需要拡大を目的とする宣伝・販売販促・PRを企画実施しています。 

 

◆本件に関するお問い合わせ◆ 

カリフォルニア プルーン協会 日本マーケティング事務所 

担当：本田紀子／金子美和 

〒106-0044 東京都港区東麻布 1-8-1 東麻布ＩＳビル ５F 

ユニフレックス マーケティング株式会社内 

TEL: 03-3584-0866  FAX: 03-3505-6353 E-mail: prune@uniflex-marketing.com  
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